
開会あいさつ（岡山市長 大森 雅夫）

11：00～13：00 専門職による無料医療相談・健康測定等、介護機器展示
12：45～13：15 ウェルカムコンサート（四師会バンドによる演奏）
13：30～16：00 小笠原文雄先生講演会

岡山市地域ケア総合推進センター市民公開講座

『小笠原先生ひとりで家で死ねますか？』 ～みんなで支える在宅医療～
日時：平成２８年９月１１日(日)１１：００～１６：００ 場所：おかやま未来ホール（イオンモール岡山５階）



講演

※約300人の市民の方が熱心に講演を聴かれました





市長も一緒に
歌いました



参加後のアンケート
回収：200枚



ご意見や印象に残ったこと等がございましたら、ご記入ください。

 痛みのコントロールがよくできるようになっていることに安心しました。

 私もこのような毒舌でユーモアある医師に看取られて死ねたら愉快だろうなあと思いまし

た。最期こそ人間らしく扱われたいので。

 持病の痛みも出ず、小笠原先生の講話を楽しく、また学ぶ事ができました。ありがとうご

ざいました。先生の御本購入時、先生のサインを頂く際に手助けして下さって本当にあり

がとうございました。

 事例が多く、ひとりで死ねるような気持ちになりました。

 私も去年、突然病気になり難病にも苦しんでいます。今は、受入れられて自力でも動けて

いることに感謝しています。笑顔でピース。

 入院させたら死亡。

 夫婦でいる人は周囲に助けられながら、看取るのが理想である。夜中に来てくれる医師は

少ないと思う。岡山では無理と思う。

 死が暗いイメージではないという意識を、医療職が持つことの大切さ。

 家がやっぱり良いです。

 またこのようなセミナーをよろしくお願いします。

 「死」をもって次世代の人に「命の大切さ」を伝えることができることはとっても幸せな

ことだと思います。今日はすてきなお話ありがとうございました。

 ガン告知をされたとき、患者のショックは大きいと思いますが、それをどのように説明し

納得されるまでの経過はどうされたのか？それにより笑顔で生活できるまでになるのか。

 1人で住んでいても在宅介護ができるのですね。
 よく寝て、体を温める。

 免疫力 UP法。事例が多く参考になりました。頑張りたいと思う。
 勉強になりました。

 家で死ぬ＝命の教育であるということ。

 ピンピンコロリを目標にしている。

 自宅で一人で最期を迎えることを考える事ができる。

 自分の参考になりました。

 いいお話ありがとうございました。世界が変わります。

 常にガンで死にたいと思っていたこと。間違いじゃなかったんだと嬉しく思った。

 かかりつけ医は、人の資質、人間性の問題に関わるため、現実には難しいところがあると

思います。

 ありがとうございました。命を築いて下さい。

 楽しく聞けました。

 想像以上によかった。

 主人は自宅で最期を望んでいて、ピンピンコロリと言う感じですが、かかりつけのお医者

様が足りなくて、家に来て頂くことができませんでした。急に他の病院の先生の紹介を得

て行きました。お医者様をふやしてほしいです。

 緩和ケアの大切さ。在宅の素晴らしさ。

 今後も、在宅医療支えていきたいです。ありがとうございました。

 今の世、家族が少ない中、１人でも在宅という事は大変うれしい事です。

 温まって、笑って、寝る。心がけて参ります。

 岡山は他県に比べ福祉のレベルは低いので、市長に頑張ってもらいたい。

 岡山でもこのような在宅医療ができたらと思います。

 小笠原Ｄｒ.の講演次回も聞きたい。
 自宅でもいろいろ医療が受けられる事があるので、参考になりました。

 在宅ケアの大切さ、小笠原先生の楽しい話が聞けて良かったです。大変いい学びになりま

した。

 親を入院させて、死亡の組なので考えさせられた。主人の時は考えます。


